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●「有馬美食倶楽部」
　有馬美食倶楽部は、旅館と飲食店が一体となり、産地と安全性にこだわった旬の食
材を紹介する試みである。産地と直接契約して食材を仕入れ、その食材を使ったメニ
ューを各宿で提供する。また、その時の食材で料理コンテスト等も行っている。
　2008年には、松葉カニの水揚げ量日本一の浜坂漁港と売買契約を締結し、有馬に
ある30の旅館と飲食店で松葉カニを使った料理を提供した。

出典）http://www.arima-spa.com/bishoku/main.html

研究会として取り組むアクションについて～議論 
　当研究会の会員温泉地が、各地において「地域一体となった食の魅力づくり」を推進するにあたって、「温
泉まちづくり研究会」の名の下に共同アクションを取ることも、一つの手法として考えられると思われる。

アクション案

■「消費者への効果的な情報発信」の一環として
・	「食の魅力づくりに積極的に取り組む温泉地」として、５温泉地の取り組みを紹介するホームページを立ち

上げ、各温泉地とリンクを貼ることで情報発信・誘客につなげる（「温泉まちづくり研究会」のホームペー
ジ内に開設するイメージ）。

■宿泊と滞在時間の延長を目指す「朝食の魅力づくり」
・	各温泉地で、特に朝食とその前後の時間帯の魅力づくりに取り組むことで、「宿泊してゆっくり過ごしてく

ださい。連泊してください」というメッセージを発信する。
・	具体的には、食事前の散策、朝食の内容、食事場所、時間帯の融通性、旅館以外の飲食店でのブランチなど、

個々の旅館と地元飲食店と連携した取り組みを、上記ホームページなどで紹介する。

１．調査概要
●調査手法

・	調査票の配布：研究会事務局から各温泉地へ発送（３ヶ月ごとに3,000票ずつ）、1,000枚／月のペースで
配布（当初予定）、各施設で留め置き

・	調査票の回収：フロントや客室等で回収し各温泉地の事務局にて集約の上、研究会事務局へ郵送、または
インターネット上から回答者が直接入力

●調査期間
・	平成21年７月下旬～平成22年７月末　※調査開始時期は、温泉地によって異なる。

●調査対象地域と対象者
・	温泉まちづくり研究会の会員５温泉地（阿寒湖・草津・鳥羽・有馬・由布院）
・	５温泉地の調査対象施設への宿泊客、日帰り客

●調査規模・回収数
・	回収数：阿寒湖378、草津2,037、鳥羽212、有馬1,433、由布院1,546（全体で5,606）

２．調査結果
●発地・性別・年齢

・	（発地）草津は「南関東」（56.7％）、鳥羽は「近畿圏」
（47.6％）、有馬は「近畿圏」（68.1％）からの来訪者が
多い。阿寒湖は地元の「北海道」（40.3％）、由布院も地
元の「九州」（21.6％）の他、「その他」の割合も高く、
首都圏など様々な地域から来訪している。

・	（性別・年齢）有馬と由布院では「女性」の割合が６割
弱と多くなっている。全ての温泉地で「50代」が最も
多い。

●同行者
・	全ての温泉地で「夫婦旅行」が最も多い（３～５割弱）。

草津・有馬・由布院では「大人の家族旅行」（２～３割弱）、
鳥羽では「子供連れの家族旅行」（２割）が多い。

●宿泊先の手配方法
・	阿寒湖と由布院では旅行会社を通じた手配が約半数を

占める。一方、鳥羽と有馬では宿泊施設へ直接手配す
る割合が３割強と高くなっている。

▪2009年度 顧客満足度調査結果
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●来訪回数・前回来訪時期
・	いずれの温泉地でも「初めて」の来訪者が多いが、特

に鳥羽（62％）、由布院（61％）はその割合が高い。
草津と有馬では「５回目以上」の来訪者が２割と多く、
リピーターの半数近くは「１年以内」に訪れている。

●宿泊数・滞在時間
・	いずれの温泉地でも「１泊」が８～９割を占める。「２

泊以上」の連泊客は草津（17.0％）、由布院（14.7％）
においてやや多い。草津・由布院では午前中に到着す
る人や出発日の午後まで温泉地に留まる人の割合が高
く、滞在時間が長い（平均25～26時間）。

●来訪理由
・	来訪理由として「温泉の魅力」を挙げる人の割合は、

特に草津と有馬において高い（７～８割）。
・	「宿泊施設の魅力」を挙げる人の割合は、鳥羽と由布院

において高い。
・	各温泉地に特徴的な来訪理由としては、阿寒湖は「周

囲の自然環境」、草津は「温泉」、鳥羽は「食事の魅力」、
有馬は「アクセスの便利さ」、由布院は「イメージの良さ」
が挙げられている。「以前に来てよかった」という指摘
は、概ね25％前後となっている。

●体験内容
・	いずれの温泉地でも「旅館でゆっくり」が最も多く、「温

泉街の散策」、「買い物」と続く。各温泉地についてみ
ると、阿寒湖は「イベントや祭り」、草津は「湯めぐり」、
鳥羽は「寺社を観光」、有馬は「旅館でゆっくり」、由
布院は「温泉街で食事」が比較的多い。

●消費額
・	総額が最も高いのは由布院（約6.5万円）で、内訳につ

いてもすべて、他と比べて高い。
・	交通費は、遠方からの来訪者が多い阿寒湖、由布院で

高い。宿泊費は、回答者が宿泊した宿泊施設の料金帯
や泊数にも影響を受ける点に留意が必要である。

●満足度
（項目別の満足度）
・	いずれの温泉地においても「宿泊施設」、「温泉街の雰

囲気・景色」、「温泉街で働く人の対応・サービス」の
満足層は概ね７割以上、満足点は80点以上と高い。

・	「温泉街での食事」は温泉地によって満足度に差があり、
鳥羽と由布院において高い。

・	「温泉街での買い物」の満足度は、由布院以外ではおし
なべて低い。

・	「温泉街の共同浴場・温泉施設」は温泉地によって満足
度に差があり、草津において高い。

・	「観光施設・文化施設・イベント」の満足度は、阿寒湖
以外ではおしなべて低い。

●総合満足度
・	「大変満足」の割合が高いのは、由布院（31.7％、総合

満足点87点）、草津（25.6％、同85点）である。

●再訪意向
・再訪意向（「ややそう思う」～「大変そう思う」）

はいずれの温泉地でも９割以上と高い中で、「大
変そう思う」という強い意向を示す割合は草津と
由布院で約４割と高くなっている。

●連泊意向
・	連泊意向（「ややそう思う」～「大変そう思う」）

は草津と由布院で約８割と高く、「大変そう思う」
と強い意向を示す割合も３割前後と高くなって
いる。

 

 

＊満足層：「満足」「やや満足」の合計
不満層：「不満」「やや不満」の合計
満足点：５段階評価の平均点を100点満点に換算した点数
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注）それぞれの有効回答数（ｎ）が10未満の場合は省略した。
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阿寒湖 草津 鳥羽 有馬 由布院

初めて ２回目 ３回目 ４回目 ５回目以上

●年齢・同行者・来訪回数・宿泊数と総合満足点の関係（クロス集計※）
※クロス集計のため、サンプル数が少ない場合は留意が必要である。

・	いずれの温泉地でも最も多く訪れている50代前後の満足点が低い。そのなかで由布院ではほぼ全ての世代
で高い満足点を示している。

・	ほとんどの温泉地で、初めての来訪者とリピーターとで満足点の違いはあまりみられないが、草津では来
訪回数が多くなるほど満足点がやや高くなる傾向がある。

・	草津では４泊以上、由布院では２泊以上の宿泊者の満足点が特に高い。有馬では宿泊数が増えるほど満足
点が高くなる傾向がある。

●総合満足度と再訪意向の関係（クロス集計）

・	いずれの温泉地においても、「大変満足」と回答した人の７～８割は再訪意向について「大変そう思う」と
回答しており、高い満足度を得た人はより強い再訪意向を持っている。

・	不満層（やや不満～大変不満）では満足度が低くなるほど、再訪に否定的な割合が高くなる傾向がある。
ただし、温泉地によっては、「やや不満」であっても一定程度の再訪意向が示されている所もある。
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●CS（総合満足度）診断図

・	いずれの温泉地においても、概ね「宿泊施設」、「温泉街の雰囲気・景色」、「温泉街で働く人の対応・サービス」
の３項目が総合満足度に大きく影響している。
阿寒湖：最も影響度の高い「宿泊施設」を中心に、３項目の満足度をさらに高めることが総合満足度の向

上につながると考えられる。
草　津：「温泉街の雰囲気・景色」の影響度が最も高く、高い総合満足度の主要因となっている。「温泉街

で働く人の対応・サービス」を中心に改善が求められる。
鳥　羽：最も影響度の高い「宿泊施設」の満足度をさらに高めるとともに、「温泉街の雰囲気・景色」等を

改善することが求められる。
有　馬：「宿泊施設」、「温泉街の雰囲気・景色」の２項目の影響度が高い。「温泉街の雰囲気・景色」をさ

らに高めることが求められる。
由布院：影響度の高い３項目の満足度がいずれも高いことが、高い総合満足度の要因といえる。影響度は

中程度だが「温泉街での買い物」に改善が求められる。

＊満足点：項目別満足度の５段階評価の平均点を100点満点に換算
した点数

影響度：項目が総合満足度にどの程度影響を及ぼしているのかを、
項目別満足度と総合満足度の相関係数で表したもの

＊満足点、影響度それぞれの平均点を原点として４象限に区切って
いる。

◆付属資料１　入湯税研究の概要

１．入湯税の概要

入湯税の概要を、主に総務省の資料からみると以下のとおりである。

・入湯税は、

①環境衛生施設の整備

②鉱泉源の保護管理施設の整備

③消防施設その他消防活動に必要な施設の整備

④観光の振興（観光施設の整備を含む）

に要する費用に充てることを目的として、鉱泉浴場の経営者などが市町村により特別徴収義務者に指定

され、これが納税者である入湯客から税額を徴収する。

・1950年地方税法701条にて定められている間接税であり、1957年から目的税に。

・標準税率は１人１日当たり150円（1977年～)。

・市町村税なので、税額や減免措置等はそれぞれの自治体の判断で決められる。

・通常、日本における納税義務者における納税額の計算においては、100円未満を切り捨てとする措置が

取られているが、100円未満についても納税が義務付けられているのは、入湯税のみ。

・課税主体：鉱泉浴場※所在の市町村　997団体（2008年度課税団体数）

※鉱泉浴場：温泉法にいう温泉を利用する浴場（同法の温泉に類するもので鉱泉と認められるものを利用する浴場

等社会通念上鉱泉浴場として認識されるものも含まれる。）

・税収：237億円（2008年度決算額／市町村税総額の0.1％）

◆入湯税の税率（円）
　2008年度の税率は、20円から210円の間で設定されており、標準税率（150
円）を設定している市町村の割合は93.1％である。最も高い税率は三重県桑名
市の210円、次いで岡山県美作市の200円である。

（事例１）静岡県下田市：宿泊料金又は飲食料金によって異なる
10,000円以上…150円
4,000円以上10,000円未満…130円
4,000円未満…100円

（事例２）山形県鶴岡市：入浴スタイルによって異なる
旅籠入湯客…150円
日帰り入湯客及び木賃入湯客※…75円

※自炊用簡素な施設の入湯客




